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ＮＰＯ法人　体験村・たのはたネットワーク

岩手県・田野畑村

三
陸
復
興
国
立
公
園

大
震
災
の
伝
承
と
大
自
然

体験交流とＳＤＧｓ推進

株式会社　南信州観光公社

長野県・南信州

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

高
校
の
受
け
入
れ
開
始

一般社団法人　秩父地域おもてなし観光公社

埼玉県・秩父地域

都
心
か
ら

分
、民
泊
家
庭
は

軒

東
京
に「
ち
か
い
な
か
」秩
父

質の高い教育旅行の学び先へ

オピニオン

　　体験の拠点「机浜番屋群」

　　潮騒の宿「ホテル羅賀荘」

「大津波語り部」から生きる力を学ぶ
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岩
手
県
沿
岸
北
部
に
位
置

す
る
田
野
畑
村
は
、
人
口
約

３
千
人
の
農
山
漁
村
で
す
。

三
陸
復
興
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
て
い
る
海
岸
線
に
は
、

高
さ
２
０
０
㍍
前
後
の
断
崖

が
約
８
㌔
に
わ
た
り
連
な
る

北
山
崎
や
、
弓
状
に
え
ぐ
ら

れ
た
２
０
０
㍍
前
後
の
断
崖

が
、
５
列
に
連
な
る
鵜
の
巣

断
崖
な
ど
の
景
勝
地
を
有
し

て
い
ま
す
。
北
山
崎
は
、
平

成

年
に
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
が
行
っ
た
全
国

観
光
資
源
評
価
・
海
岸
の
部

で
、
世
界
に
誇
示
で
き
る
観

光
資
源
で
あ
る
と
し
て
、
最

高
ラ
ン
ク
の
特
Ａ
級
に
格
付

け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
田
野
畑
村
の
豊
か
な
自
然

の
中
に
築
か
れ
て
き
た
歴
史

や
文
化
、
漁
業
、
農
業
、
酪

農
、
林
業
、
観
光
と
多
彩
な

産
業
と
人
々
の
営
み
、
そ
し

て
大
津
波
の
体
験
と
復
興
へ

進
む
姿
は
、
た
く
ま
し
さ
や

生
き
る
力
を
育
む
た
め
の
良

き
教
材
で
す
。
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
指
導
者
は
訪
れ
る
子

供
た
ち
と
の
交
流
を
大
切
に

し
、
素
顔
と
本
音
で
真
剣
に

向
き
合
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
体
調
確

認
、手
指
消
毒
、マ

ス
ク
の
着
用
を
し

て
い
た
だ
き
な
が

ら
実
施
し
ま
す
。

　
■
組
織
と
教
育
訓
練

　
体
験
村
・
た
の
は
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
組
織
と
し
て
手
配
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
を
図
り
、
田
野

畑
村
役
場
が
後
方
支
援
を
す

る
官
民
一
体
の
体
制
を
整

え
、
学
校
や
旅
行
会
社
の
目

的
や
要
望
に
対
し
迅
速
、
柔

軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
者
や
民
泊

家
庭
は
定
期
的
な
研
修
を
行

い
、
漁
船
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
は
海
上
保
安
庁
な
ど
と

の
連
携
訓
練
を
実
施
し
安
全

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
■
民
泊（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

　
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
受
け
入

れ
家
庭
が
激
減
し
、
約

軒

で

人
の
受
け
入
れ
が
可
能

で
す
が
、
社
会
状
況
の
平
常

化
に
合
わ
せ
て
受
け
入
れ
家

庭
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ア
ク
セ
ス
の
よ
く
な

っ
た
三
陸
沿
岸
道
路
を
活
用

し
、
隣
接
の
普
代
村
や

分

ほ
ど
の
久
慈
市
な
ど
と
連
携

し
、
大
規
模
校
の
受
け
入
れ

も
可
能
で
す
。
地
域
の
人
々

が
連
携
し
て
自
然
の
恵
み
を

共
有
し
助
け
合
っ
て
き
た
営

み
を
体
験
し
、
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
心
が
成
長
し
ま
す
。

　
■
宿
泊
ホ
テ
ル

　
３
３
６
人
の
収
容
能
力
を

持
つ
ホ
テ
ル
羅

賀
荘
は
、
宿
を

出
る
と
す
ぐ
に

体
験
現
場
と
い

う
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
。
ホ
テ
ル
隣

接
の
屋
内
交
流

セ
ン
タ
ー
で
は

セ
レ
モ
ニ
ー
や

体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
プ
な
ど
多
目

的
な
活
用
が
可

能
で
滞
在
中
に
効
率
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
め
ま
す
。

　
■
机
浜
番
屋
群

　
平
成

年
に
「
未
来
に
残

し
た
い
漁
業
漁
村
の
歴
史
文

化
財
百
選
」
に
選
ば
れ
た
机

浜
番
屋
群
。
東
日
本
大
震
災

で
流
失
し
ま
し
た
が
、
多
く

の
方
の
支
援
で
以
前
の
面
影

を
復
元
す
る
形
で
再
建
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
漁
師
の
拠

点
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、

塩
づ
く
り
や
番
屋
料
理
な
ど

の
体
験
が
で
き
る
観
光
拠
点

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
【
お
奨
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

　
◆
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
ズ
　
三
陸
地
域
の
観
光

振
興
を
け
ん
引
す
る
サ
ッ
パ

船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
。
漁

に
使
う
小
型
漁
船
（
サ
ッ
パ

船
）に
乗
り
、断
崖
直
下
や
岩

礁
の
間
を
縫
う
よ
う
に
航
行

す
る
漁
師
の
勇
姿
に
気
迫
を

感
じ
ま
す
。
洋
上
や
漁
港
で

の
体
験
は
漁
業
の
厳
し
さ
や

漁
師
の
知
恵
を
伝
え
ま
す
。

　
◆
大
津
波
語
り
部
　
平
成


年
３
月

日
に
村
を
襲
っ

た
大
津
波
は
、
住
家
や
施
設

の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
尊
い

命
を
奪
い
去
り
ま
し
た
。
被

災
地
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
あ
の
日
こ

の
場
所
で
起
こ
っ
た
こ
と
。

そ
し
て

年
の
歳
月
の
中
で

懸
命
に
復
旧
・
復
興
を
続
け

て
き
た
こ
と
。
当
時
を
知
る

ガ
イ
ド
か
ら
防
災
へ
の
備

え
、生
き
る
力
を
学
び
ま
す
。

　
◆
塩
づ
く
り
体
験
　
三
陸

沿
岸
一
帯
で
行
わ
れ
て
い
た

塩
づ
く
り
を
昔
な
が
ら
の
製

法
で
体
験
で
き
ま
す
。
い
か

に
塩
が
貴
重
で
あ
っ
た
か
を

実
感
で
き
ま
す
。

　　　人気のサッパ船アドベンチャーズ

天竜川ラフティングでチームワークができる
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「
私
た
ち
の
ネ
ギ
畑
。
農
業

っ
て
面
白
い
」

リンゴ畑から循環型農業の効果を知る

ネ
ギ
の
収
穫
、
ほ
場
か
ら
考
え
る
農

業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
な
ぜ
今
、
南
信
州
か
？

　
〇
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
理

解
学
習
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可

能
な
開
発
）
学
習
の
た
め
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
学
習

支
援
者
）
の
養
成
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
〇
平
成
８
年
よ
り
全
国
か

ら
の
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ

を
開
始
、

年
間
の
安
定
し

た
実
績
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
〇
全
国
で
初
め
て
農
泊

（
受
け
入
れ
先
は
延
べ
４
５

０
軒
、
簡
易
宿
所
）
を
教
育

旅
行
に
導
入
（
１
９
９
８

年
）
。
第
１
回
オ
ー
ラ
イ
！

ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
最
優
秀
賞
、

２
０
１
７
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

ア
ワ
ー
ド
受
賞
（
農
泊
）
。

　
〇
南
信
州
観
光
公
社
は
、

飯
田
下
伊
那
な
ど

市
町
村

が
出
資
し
広
域
行
政
の
協
力

で
受
け
入
れ
。

　
〇
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の

２
０
０
近
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
教
育
旅
行

受
け
入
れ
先
と
し
て
の
準
備

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
は
新
し
い
生
活
様
式
を
基

本
に
、
受
け
入
れ
施
設
・
農

家
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
理
解

し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
▽
入
域
時
の
修
学
旅
行

生
、
学
校
関
係
者
な
ど
の
無

感
染
・
健
康
確
認

　
▽
南
信
州
地
域
全
体
で
の

感
染
防
止
策
の
実
践

　
▽
宿
泊
・
食
事
施
設
、
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
の
感
染
防
止
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
順
守
。
宿
泊

施
設
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｖ
ｅ
ｒ

３
、
南
信
州
農
泊
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
Ｖ
ｅ
ｒ
３（
農
家
向
け
）

の
順
守
。

　
▽
従
業
員
の
感
染
防
止
対

策
、
感
染
防
止
の
た
め
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
、

頻
繁
な
換
気
、
接
触
箇
所
の

消
毒

　
▽
修
学
旅
行
生
の
感
染
防

止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
順
守
。
マ

ス
ク
着
用
、
接
触
防
止
策
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
シ

ン
グ
、
手
洗
い
・
手
指
消
毒

の
徹
底

　
▽
感
染
防
止
の
た
め
の
設

備
・
備
品
・
新
技
術
の
活
用

　
▽
感
染
者
発
生
時
の
対
応

策
の
徹
底
と
関
係
機
関
と
の

連
携

　
▽
万
が
一
に
備

え
て
検
査
キ
ッ
ト

（
抗
原
定
性
検

査
）
の
準
備
　

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
新

学
習
指
導
要
領
～

中
学
校
教
育
に
求

め
ら
れ
る
も
の
～

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
　
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ（
２
０
１

８
学
習
到
達
度
調
査

カ

国
、
歳
対
象
）が
評
価
す
る

主
要
な
能
力
で
は
、日
本
は

数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
６
位

（
５
位
）、科
学
的
リ
テ
ラ
シ

ー
５
位（
２
位
）、読
解
力


位（
８
位
）と
全
て
後
退
し
て

い
ま
す
。

　
新
学
習
指
導
要
領
の
求
め

る
主
要
な
能
力
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
　
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
調
査
目
的

と
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

　
既
に
始
ま
っ
た
大
学
入
試

制
度
の
改
革
も
以
下
の
点
を

意
識
し
て
い
ま
す
。

　
世
の
中
は「
正
解
の
な
い

問
い
」に
答
え
を
出
せ
る「
問

題
解
決
能
力
」や「
創
造
性
」

を
持
つ
人
を
求
め
て
い
ま

す
。感
動
体
験
南
信
州
は
、学

歴
や
偏
差
値
で
そ
の
能
力
の

有
無
は
予
測
で
き
な
い
も
の

で
あ
り
、次
代
を
切
り
拓
く

青
少
年
に
は
、「
認
知
能
力
」

（
Ｉ
Ｑ
や
学
力
テ
ス
ト
で
計

測
さ
れ
る
）で
は
な
く
、「
非

認
知
能
力
」が
そ
の
職
業
人

生
に
お
い
て
も
必
要
と
さ
れ

る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
は
真
面
目
さ
、
開
放

性
、
外
向
性
、
協
調
性
、
精

神
的
安
定
な
ど
か
ら
構
成
さ

れ
、
人
間
力
と
言
い
換
え
て

も
よ
い
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、時
代
の
潮

流
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
。「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」と
持
続
可
能
な
地

球
、日
本
、地
域
を
創
る

た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
ふ
ん
だ
ん
に
用

意
し
て
い
ま
す
。ご
来

訪
を
お
待
ち
し
ま
す
。

　
◆
南
信
州
観
光
公
社

＝
長
野
県
の
認
定
す
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
企
業
第

１
４
７
号

み
ん
な
で
田
植
え
体
験

受
け
入
れ
家
庭
で
の
農
作
業
体
験

　　　　自然を感じ、チームワークを育むラフティング

　　全員で料理して「いただきます」
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埼
玉
県
の
秩
父
地
域
は
、

東
京
都
心
か
ら
約

㌔
圏
内

（
バ
ス
・
電
車
で
２
時
間
以

内
）
で
あ
り
な
が
ら
、
ユ
ネ

ス
コ
に
登
録
さ
れ
た
「
秩
父

祭
」
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
や

伝
統
文
化
、
素
晴
ら
し
い
自

然
、
人
情
に
あ
ふ
れ
た
地
域

で
す
。

　
歴
史
の
教
科
書
の
中
で

は
、「
和
同
開
珎
」「
秩
父
事

件
」な
ど
が
有
名
で
、地
学
の

面
で
は〝
日
本
地
質
学
発
祥

の
地
〟と
し
て「
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
」に
も
選
ば
れ
て
い
ま

す
。最
近
で
は
人
気
ア
ニ
メ

「
あ
の
日
見
た
花
の
名
前
を

僕
達
は
ま
だ
知
ら
な
い
。」や

映
画「
心
が
叫
び
た
が
っ
て

い
る
ん
だ
。」「
空
の
青
さ
を

知
る
人
よ
」の
舞
台
に
な
っ

た
ア
ニ
メ
の
聖
地
で
も
あ

り
、現
在
全
国
で
一
番
歌
わ

れ
て
い
る
卒
業
ソ
ン
グ「
旅

立
ち
の
日
に
」の
発
祥
の
地

で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
風
光
明
媚
で
豊
か

な
自
然
が
残
り
、
四
季
を
通

じ
た
観
光
要
素
も
多
く
あ
る

地
域
で
、老
若
男
女
問
わ
ず
、

人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
観
光

地
で
も
あ
り
ま
す
。

　
■
教
育
民
泊
１
２
０
軒

　
民
泊
で
は
、約
１
２
０
軒

の
登
録
家
庭
が
１
軒
３
～
４

人
の
少
数
単
位
で
生
徒
た
ち

を
迎
え
、そ
ば
・
う
ど
ん
打
ち

を
は
じ
め
、地
域
独
特
の
生

活
を
感
じ
ら
れ
る
田
舎
料
理

を
一
緒
に
作
り
、食
事
や
畑

仕
事
な
ど
常
に
一
緒
に
行
動

し
ま
す
。民
泊
で
生
徒
た
ち

を
お
預
か
り
し
て
い
る
間
、

ほ
ん
も
の
の
家
族
同
様
、家

庭
の
一
員
と
し
て
田
舎
の
生

活
体
験
や
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。

　
■
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
学
校
・
ク
ラ
ス
単
位
で
、

首
都
圏
の
貴
重
な
水
資
源
と

な
っ
て
い
る
荒
川
を
活
用
し

た
川
下
り
や
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
、
自
然
の
中
で
の
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
や
渓
流
釣
り
、
田

植
え
体
験
、
日
本
百
観
音
霊

場
で
あ
る
秩
父
札
所

ケ
寺

で
行
わ
れ
る
座
禅
、竹
細
工
、

さ
ら
に
は
、
貴
重
な
地
質
を

生
か
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク
や
新

電
力
を
学
べ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
体

験
な
ど
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
自
然
、
文
化
を
体
感

で
き
る
豊
富
な
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
多
数
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。

　
■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
組
織

　「
一
般
社
団
法
人
秩
父
地

域
お
も
て
な
し
観
光
公
社
」

は
、行
政
と
も
密
接
に
連
携

し
て
お
り
、秩
父
医
師
会
と

連
携
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
や
秩
父
消
防
本
部

に
も
受
け
入
れ
の
際
に
は
事

前
に
お
知
ら
せ
し
、万
が
一

の
緊
急
時
に
も
、地
域
ぐ
る

み
で
対
応
す
る
準
備
も
し
て

い
ま
す
。そ
の
他
、学
校
や
家

庭
が
望
む
ニ
ー
ズ
に
も
可
能

な
限
り
対
応
い
た
し
ま
す
。

　
バ
ス
で
は
修
学
旅
行
で
人

気
の
高
い
国
会
議
事
堂
か
ら

約

分
、東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
か
ら
約
１
１
０
分
。

首
都
高
・
関
越
道
経
由
で
花

園
Ｉ
Ｃ
下
車
、国
道
１
４
０

号
を
利
用
。鉄
道
で
は
Ｊ
Ｒ

山
手
線
池
袋
駅
か
ら
西
武
鉄

道
・
特
急
ラ
ビ
ュ
ー
号
で
西

武
秩
父
駅
ま
で
約

分
。都

心
か
ら
一
番
近
く
て
、一
度

に
約
３
０
０
人
ま
で
受
け
入

れ
可
能
な
の
が
秩
父
地
域
の

民
泊
で
す
。

　
東
京
へ
の
修
学
旅
行
に

〝
ち
か
い
な
か
秩
父
〟
の
民

泊
を
取
り
入
れ
、
人
情
あ
ふ

れ
る
田
舎
の
生
活
体
験
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
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東
京
で
は
観
測
史
上
一
番
早
い
桜
の
開
花
が
あ
り
ま
し

た
。
入
学
式
の
頃
の
桜
が
卒
業
式
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
を
感
じ
ら
れ
る
出
来
事
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
日
本
の
人

口
の

％
が
感
染
し
た
大
病
で
あ
り
ま
し
た
。
１
月

日

か
ら
は
全
国
旅
行
支
援
の
割
引
が
再
度
実
施
さ
れ
、
２
月

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
声
出
し
応
援
が
可
能
と
な
り
、
Ｗ

Ｂ
Ｃ
で
は
大
き
な
声
援
が
日
本
チ
ー
ム
活
躍
の
後
押
し
と

な
り
ま
し
た
。

　
３
月

日
か
ら
マ
ス
ク
着
用
が
任
意
と
な
り
、
５
月
８

日
か
ら
感
染
症
分
類
２
類
相
当
か
ら
５
類
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
予
定
で
す
。
５
月

日
は
世
界
先
進
国
首
脳
会
議
が

広
島
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
３
年
間
の

多
く
の
行
動
制
限
か
ら
解
放
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　
修
学
旅
行
も
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
の
中
か
ら
学
び
、
変

化
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
端
を
発
し
た
燃
料
や
小
麦
粉
の
値
上
が
り
は
あ
ら

ゆ
る
食
品
全
般
に
波
及
し
、
生
活
物
資
や
外
食
産
業
や
宿

泊
業
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
、
公
共
交

通
機
関
の
運
賃
値
上
げ
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
要
素
を
含
ん
で
構
成
さ
れ
る
修
学
旅
行
も
同
じ
内
容
な

ら
当
然
な
が
ら
値
上
げ
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
さ
も
な
け
れ
ば
、
遠
く
へ
行
き
た
い
志
向
か
ら
、
距
離

で
は
な
く
、
今
ま
で
以
上
に
、
教
育
効
果
や
内
容
重
視
に

変
え
る
べ
き
時
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
こ
へ
行
く
か
で
は
な

く
何
を
学
ぶ
か
、
行
き
先
か
ら
学
び
先
へ
を
考
え
る
機
会

で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
希
薄
に
な
っ
た
人
間
関
係
構
築
機
会
の
減

少
。
ゲ
ー
ム
に
明
け
暮
れ
、
室
内
に
閉
じ
こ
も
る
時
間
か

ら
、
野
外
で
自
然
と
関
わ
る
時
間
を
取
り
戻
し
た
い
。
便

利
に
な
り
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
出
来
合
い
の
総
菜
、

冷
凍
食
品
、宅
配
、外
食
で
や
り
過
ご
し
て
き
た「
食
」。

食
料
生
産
現
場
で
は
生
産
方
法
、
調
理
方
法
、
お
い
し
い

食
べ
方
を
学
べ
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
い
ず
れ

も
か
な
え
る
極
め
て
教
育
効
果
が
高
い
民
泊
は
各
地
で
復

活
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
紙
で
は
そ
れ
ら
の

地
域
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

も
８
年
目
を
迎
え
、
教
育
現
場
で
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
修
学
旅
行
先
の
地
域
に
山
積
す
る
課
題
も
地
球
規

模
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
に
直
結
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
他
人

事
を
自
分
事
と
捉
え
て
、
そ
の
課
題
を
地
域
の
人
と
共
有

し
、
解
決
に
向
け
た
道
筋
を
考
え
る
こ
と
が
探
究
学
習
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒
一
人
一
人
が
そ
の
た
め
に
は

ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
の
か
、
生
き
方
や
習
慣
を
変
え
る

機
会
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
以
下
に
掲
載
し
て
い
る
地
域
は
、
全
国
ほ
ん
も
の
体
験

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
全
国
教
育
民
泊
協
会
会
員
で
あ
り
、
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
、
教
育
民
泊
を
通
し
て

の
探
究
学
習
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
安
心
・
安
全
の
た
め

の
教
育
研
修
や
担
い
手
の
人
材
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
質
の
高
い
教
育
旅
行
の
学
び
先
と
し
て
の
ご
利

用
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
・
全
国
教
育

民
泊
協
会
会
長
・
体
験
教
育
企
画
代
表
取
締
役
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